
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 大阪大谷大学教育学部教育学科幼児教育専攻河野ゼミ 

実施内容 オレンジリボン広報活動 

➀事前に取り組んだ内容 

ゼミ内で、社会的養護に関するグループ学習を行った。その後、各グルーブ

でテーマを決めてその内容を詳しく調べ発表会を開き、理解を深めた。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
・ゼミ内で、グループを作り、社会的養護に関するテーマを決めてそれらを一般参加者向

けにわかりやすく解説したポスターを作成し、当日展示した。また、担当者を配置し、ポ

スター内容について説明を行った。 

・オレンジリボンを作成し、配布を行った。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・   

 

 

 

現在子育てをしている親をターゲット

に啓発活動を行ったが、「児童虐待」と

いうネガティブな内容に抵抗感があっ

たのか、展示教室に入ろうとする人が

少なかった。子育て世帯に向けた啓発

活動を今後行っていくためには、「虐

待」ではなく、そうしたことに至らな

いための子育て支援サービスの紹介や

しつけのコツといったポジティブな情

報の提供を行っていく方が、関心を集

めることができると感じた。これらは

次回の活動に活かしていきたい。 
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